
里山の風景をつくる会・高知では、地元高知の未来を考え　人と環境に優しく

心身ともに健康に暮らせる家づくりを目指します。

里山の風だより・高知版では、完成した住宅の紹介や、住宅見学会や住まい方
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熊本地震その後
 　　　　　　　　　　　　　　　エニシ建築設計事務所　所長　江西　章

8 月 31 日から 9月 3日にかけて熊本に行ってきました。

熊本地震から約５ヵ月、町はどうなっているんだろう？復興に向けて動き出して

いるんだろうか？余震は大丈夫だろうか？疑問や不安にかられながら、片道約

７００km を高知から運転していきました。

熊本市内は熊本城周辺のホテル、雑居ビルの一部に被害が見受けられる程度でし

たが、熊本城は、櫓や瓦、石垣の崩壊等無残な姿でありました。

市内から車で２０分程　益城町に入るまでは屋根瓦の被害が見受けられる程度で

したが、県道 36 号線から 235 号線に入り益城町役場に近づくと風景は一変しまし

た。報道等で予備知識がありましたが、その場に立ち、実際の現場を見ると、言

葉がでませんでした。

車を秋津川沿いの町民グランドに置

き宮園、木山地区を歩きました。跡

形も無く潰れている家、2 階建ての

１階が潰れている家、さほど被害の

見受けられない家、大体は築年数の

古い家が壊れていましたが、2000 年

以降に建てられたと見られる住宅の

２階建ての１階部分が潰れていた家

がありました。間取りや、耐力壁の

配置など定かでないので、なんとも言えないのですが、通し柱が折れているよう

でした。石垣等の崩落もあちこちで見受けられました。崩壊して道路を塞いで通

行止めになっている箇所もあり、避難の際に障害になります。

普段からこうした場所を把握しておく必要があると思いました。

まだまだ復興には時間がかかりそうでした。

ところで　前回のお便りで　制震について書きましたが　熊本へ行く前に第一工

業大学の古田教授から、８月８日に神戸大学工学部において制震金物の公開実験

があるとのお誘いを頂いたので見に行ってきました。

この制震金物（DIT 制震金物）は従来の物と違って、

直接筋交いに取り付けられる物です。高減水ゴムと

金物の組み合わせにより出来ています。通常は金物

で、大きな力が加わったら高減水ゴムで力を吸収し

ます。実験では熊本クラスの揺れでも、筋交いは無

傷でした。繰り返しの揺れでも大丈夫で、大きな耐震

効果が得られると思いました。金額も従来の制震金物

は１軒４０～６ ０万円くらい掛かっていましたが、この金物は１０万円以下で納

まるよう目指しているようです。

この手法は近い内、木造軸組工法のスタンダードになるのではと思いました。

現在使用されている耐震壁の種類は、筋交い、構造合板や、ボード状の製品によ

るもの等、色々な種類のものが使われています。それぞれに一長一短があります。

耐震性は耐震壁の種類だけではなく、壁の量や配置のバランスによって大きく

左右されます。今回の熊本地震でも新耐震基準でも壊れた家はほんの少しの設計

や施工のミスがあった為とも聞いています。良い設計と良い施工、これが地震か

ら家を守るためには必要です。

専門家の助言を基に家造りをされる事が大事だと思います。

熊本市民の方にお聞きすると、｢熊本城と水前寺公園は熊本の宝、地震後のお城の

姿と水前寺公園の水が無くなった時は大変ショックで涙が出ました。｣

市民、県民にとって心のよりどころの大切な財産、また威風堂々とした熊本城が

早く見られますように。熊本の一日も早い復興を祈るばかりです。

                               

DIT 制震金物（黒い四角の部分）

一階が倒壊した比較的新しい住宅（益城町）






